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知的障害特別支援学校教員を対象と したサヴア ン症候群に関する調査研究
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本研究では、 知的障害特別支援学校の教員を対象にアンケート調査を行い、 特別支援学校教員のサウ ァ ン症候群に関す
る認識、 サウ ァン症候群的な特徴を持っている子どもの症状、 それに対する教員の指導 ・ 支援の工夫等について、 明らか
にすることを目的と した。 結果、230名からの回答が得られ、 そのうち、 サウ ァン症候群を認識している教員は130名であっ
た。 また、 サヴアン症候群的な特徴を有する児童生徒と出会ったことのある教員数は76名、 出会った子ども数は127人で
あり、 それらの子どものサヴアン症候群的な特徴と しては、 記憶力(46人)、 芸術 (42人)、 カレンダー記憶(26人) 等で
あった。 指導 ・ 支援における留意点と しては、「自己肯定感」 と 「能力を高める」 ことが重視されていた。 さらに、 サウア
ン症候群的な子どもが有するつまずきや困難は、 自閉症の有するそれとほぼ同質であり、 サウ ァン症候群的な特徴を有す
る子どもへのオリ ジナルな支援 ・ 工夫は少ない現状であった。 
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1 . 問題と目的
「サウ ァン」 は 「全般的な知的障害を示す一方で、 記
憶、 数学、 芸術などの特定の領域で並外れた能力 ・ スキ
ルを示す人 (Treffert, 1989)」 や 「知的障害と、 特別な
才能を併せ持つ人々 (Pring & Hermelin, 2002)」 に代表
されるよう に、 サヴアン症候群(savant syndrome) は、
これまでのいく つかの文献を概観すると 「知的障害、 自
閉症などの発達障害等のある人が、 その障害とは対照的
に優れた能力 ・ 偉才を示すこ と。 たとえば、 ある特定の
分野の記憶力、 芸術、計算などに、 高い能力を有する人」
と提えることができる。 高畑 (2015) は、 過去に報告さ
れたサヴ ァ ン能力の実例を 「驚異的な記憶力」 「音楽的
才能」 「計算能力」 「知覚、 運動、 芸術」 「時間、 空間的
認知に関する才能」 の4 つに整理している。 また、(1) 
並外れた記憶力を要する能力が多い、(2) 右半球と関連
の深い能力が多く、 一方で、 言語能力や記号能力などの
左半球に関連の深い認知機能の障害が共存する、 (3) 白
閉症スペク ト ラムとの関連が深い、(4) 能力は特定の限
られた分野に偏在する、 という4 点を共通項と して挙げ
ている。 しかし、 サヴアン症候群の定義はきわめて曖味
であり、 正式な診断基準はない(西山 ・ 納富, 2008) と
いった現状もある。
定義等に不明瞭さもあるサヴアン症候群であるが、 自
閉症児者の10人に 1 人がサヴアン能力を保持していると
報告されていおり、 自閉症児との関連は高い(高畑 , 
2015)。 一方、 自閉症だけではなく 、 ウイリアム症候群、
Prada-Wi11i 症候群、Gilles do ta Tourette症候群、 頭部
外傷など、 さまざまな疾患に出現すると されている(高
畑, 2015)。
このよう に存在が認められているサウ ァ ン症候群であ
るが、 その特徴を有する児童生徒への教員の認識の状況
などは把握できていない。 さらに、 そのよう な特徴を有
する児童生徒がいた場合、 知的障害や自閉症等への指導 ・ 
支援と何か異なる創意工夫がなされているのであろうか。 
この点について、 西山 ・ 納富(2008) の研究はあるもの
の、 サウアン症候群への教育に関する研究は少なく 、 研
究の必要性が示唆される。
以上のよう な問題意識より、 本研究では、 知的障害特
別支援学校の教員を対象にアンケート調査を行い、 特別
支援学校教員のサウ ァン症候群に関する認識、 サウ ァ ン
症候群的な特徴を持っている子どもの症状、 それに対す
る教員の指導 ・ 支援の工夫等について、 明らかにするこ
とを日的とする。 
11. 方法
1 . 調査対象
千葉県、和歌山県、 兵庫県等にある知的障害特別支援
学校 5 校の教員であった。
2 . 調査方法
事前に学校への調査研究の依頼を行い、 併せてその趣
旨説明を行った。 その中で質間紙調査の趣旨に同意が得
られた学校に、 調査依頼文を送付し、 かつ調査研究に同
意をした教員からのみ回答を得た。
3 . 調査期間
調査期間は2016年 8 月~ 9 月であった。
4 . 調査項目
調査項日は、 特別支援学校教員のサウ ァン症候群の認
識、 これまで出会ったサウ ァ症候群的な子どもの特徴 ・ 
症状、 困難やつまずき、 及び支援 ・ 指導の留意点等に関
する7個の質間項目を設定した (Table t参照)。 なお、
質問の回答方式は、 選択肢のある選択式と自由記述であっ
た。
5 . 分析方法
選択式の回答については、 質問項目ごとに数量的に集
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した。 また自由記述における回答については、 書かれ
た記述文を意味 ・ 内容から区切り、 それらの区切り文を
意味 ・ 内容から整理し、 コード名を付与した。 さらに、
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Table 2 教員のサヴァン症候群への認識 ( 自由記述のまとめ) 
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カテゴリー名l コー ド (コード数) l 回答内容 (抜粋) 
能力 
ある特定の能力 (62) l ・ ある特別な目力が秀でて同い ・ 特別な優れたところ 
記憶力 (50) l 記l意力なと力天出的に良い ・ 記憶などに特別な能力のある特性を持つ人のこと 
絵画 (13) l ・ 風景を正確に絵と して再現ができる ・ 描画能力などにおいて人並外れた天才的な才能を発揮する人たちの症候群 
音楽 (11) l ・ 音楽的な才能等、 すごい高い能力を有する ・ 特殊な能力があり、 極立っている、 音楽、 芸術面(まるで写真の様な描写な ど) で優れた能力を発揮する 
芸術 (9) l ・ 云術的な分野で才目ヒを発揮する目ヒ,力を持つ ・ 芸術などの分野でとても優れた才能を発揮する 
計算 (8) l ・ 優れた力を有すること(計算力等) ・ 計算など特定の分野で特別な才能を持っている 
カレンダー計算(8) l ・ 未来のカレンダーが頭で理解できるなと、 特異的に優れた月,:力を持つ ・ カレンダーの曜日を言い当てるなど 
数学 (7) l 、 、、・ 、 - 、、 ゛ ・ 数子なとの特 の分野において、 ずば抜けた力のある方たちの、_ と ・ 数学や記憶、 などある一つの能力が特別に抜き出ている 
障害 
困難 
知的障害 (32) l ・ 知的な障口があっても、 ある特別な目力が秀でて同い方 ・ 知的な障害を持ちながら、 ある一分野に優れた能力を持っている 
自閉症 (32) l ・ 自閉症の中にみられる、 記慮などに特別な目力を持つ特性を持つ人の、_ と ・ 自閉症があるが、 記憶力が抜群に優れている 
発達障害 (12) l ' 特人E の同い目ヒ1ヵ を持った発達障口 ・ 発達障害を持っている人で、 何かの分野でとびぬけた才能を持っている 
自立生活の困難性 (4) l ・ 日吊生活、 社 生活を呂む上で大きな課題を抱ヌーてし るとし つもの ・ 生活に支障をきたすような障害を抱えている l コ ミ ュニケーシ ョ ンや 対人関係 (3) 、 王 、 、 、 L 日 ゛ ・ 発達障,コであり、 コ、 ュニケーン,ョンや対人関係、 社云性の問題を持ちなが らも特異な能力を持ち合わせている人たちの障害 ・ 自閉症で(知的な遅れを併せ持つている場合も含め) 対人関係などに生きづ らさを抱えながらも、 ある分野、 特に音楽、 美術、 数学等の記憶力が突出し て秀でている人たちのこと 
高機能自開症 (1) l ・ 高機能自閉症で特定の能力に関して特異な能力を持っている人 
情緒的な障害 (1) l ・ 高機能(記憶力が高い) で、 情緒的な障害がある 
精神障害 (1) l ・ 知的障l=,、 精神障目を持つ人で云術とか数子とか記l意力とかに特に優れた目,:, 力を持っている人 
m . 結果と考察
1 . 回答者の基本情報
1 ) 回答者の性別、年齢別人数、教員歴と特別支援教員歴
全部で230部アンケート を回収した。 アンケート回答
者は男性が103名、 女性が124名、 未記入者が3 名、 合計
230名であった。
回答者の年齢別の人数について、20代が64名、30代が
55名、40代が47名、50代が58名、60代が3名、 未記入者
3名であった。 
教員歴に関して、 1 ~ 5 年日が58名、 6 ~ 10年日が47 
名、11~ 15年日が19名、16~ 20年日が15名、21~ 25年日
が18名、26 ~ 30年目が24名、31 ~ 35年目が19名、36年日
以上が 6 名、 未記入者が24名であった。 
特別支援教員歴に関して、 1 ~ 5 年目が86名、 6 ~ 10 
年日が50名、11 ~ 15年日が26名、16 ~ 20年日が24名、21 
~ 25年日が13名、26 ~ 30年日が11名、31 ~ 35年日が2 名、
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Table 3 これまで出会った 「サヴァン症候群」 的な子どもの特徴の状況
サヴァン的な能力 l 人数 (割合) 
・記憶力 l 46 (36%) 
・ 芸術 美術十音楽 l 42 (33%) 
美術 (絵画、切り絵、 折り紙、 粘土を含む) l [29/42] 
音楽 l [13/42] 
・ カレンダー計算 l 26 (20%) 
・数宇 l 8 (6%) 
・ その他 l 5 (4%) 
合計 l 127 
36年以上が 0名、 未記入者が18名であった。 
2 . 特別支援学校教員のサヴァン症候群の認識の状況
1 ) サヴァン症候群への認識の有無 (選択式)
質間項日①におけるサヴアン症候群を知つている教貝
は130名であり、 約57% と半数以上であった。 知らない
教員は100名であった。 特別支援教員歴から見ると、 0 
~ 5 年目においては、 サヴアン症候群を知らない教員が
多いが、 特別支援教員歴が増えるにつれて、 サヴアン症
候群を知つている教員が多く なるという傾向が見られた。 
また、 知つている教員の男女別では、 男性が52名、 女性
が76名だった。
2 ) サヴァン症候群への認識 ( 自由記述)
質間項日②における回答内容 ( 自由記述) への回答者
は128名であった。 その内容をコード化し、 カテゴリ ー
に分類したものをTable 2 に示した。
Table 2から、 教員がサヴアン症候群の認識と して、
「ある特定の能力」 が62 コードであった。 具体化された
言葉と しては、 サウ ァン症候群の能力には 「記憶力」 と
いった言葉が50コード、 芸術が33コード (絵画13、 音楽
11、 芸術9 ) となった。 また、 障害名に関しては、 「知
的障害」 と 「自閉症」 が最も多く使われており、 それぞ
れ32 コードであった。 サヴアン症候群の定義に即して、
多く の教員が適切に理解している と考えられる。 
4 . サヴァ ン症候群の特徴を持っている子どもの様相
1 ) サヴァン症候群的な特徴を持っている子どもとの出会い
質間項日③では、 このよう な子どもと出会ったことが
ある教員が76名で、 回答者 (230名) の約33%を占めた。 
そして、 出会った子ども数は127名であった。 サウ ァ ン
症候群的な特徴 ・ 症状のある子どもと出会ったことがあ
るという教員数は、 教員1 人あたり平均1.6名であっ
2 ) その子どもの診断名
た 0 
教員が出会ったサヴアン症候群的な特徴を持っている
子ども (127名 ) の中で、 自閉症と診断されていた子ど
もが最も多く87人であった。次いで知的障害が29人であっ
た。 その他が11人、 サヴアン症候群は0人であった。 全
体から見ると、 自閉症と知的障害との関連が深く、 特に
自閉症と診断された子が全体の半数以上である こ とがわ
かった。
3 ) その子どものサヴァン症候群的な能力
質問項目④への回答、 その子どもが持っているサヴア
ン症候群的な能力をTable 3に示した。 サヴアン症候群
的な能力に関して、 記憶力を示している子どもが一番多
く46人であった。 次いで芸術を示している子どもが42人
であり、 その芸術の内訳は、 主に美術(29人) と主に音
楽 (13人) であった。 また、 カレンダー計算を示す子ど
もが26人、 数字が8 人であった。 
5 . サヴァ ン症候群的な特徴のある子どもへの支援 ・ 工
夫の状況
1 ) サヴァン症候群的な特徴のある子どもへの支援 ・ 工
夫の留意点 (全般、能力を高める視点)
サウ ァン症候群的な特徴 ・ 症状のある子どもと出会っ
た教員 (76名) に対する、質問項目⑤への回答者は36名
で、 回答率は47%であった。 その内容をコード化し、 カ
テゴリ ーに分けたものをTable 4に示した。 そのよう な
特徴 / 症状のある子どもへの支援 ・ 工夫に関して、 「自
己肯定感」 が最も多 く て、 8 コードであった。 「能力を
高める」 が7 コード、 「ss T」 が6 コード、 「趣味を育て
る」 と 「コ ミ ュニケーシ ョ ン」 への支援 ・ 工夫が5 コー
ドであった。 
2 ) つまずきや困難とそれに対する支援・ 工夫 (知的障
害・ 自閉症児への支援と異なる)
質間項日⑥における回答内容への回答者は48名であり、
サウ ァン症候群的な子どもと出会った教員数76名の割合
からすると、 回答率は63%であった。 その内容をTable 
5に示した。 子どものつまずきや因難に関しては、 コミ ュ
ニケーシ ョ ンが最も多 く 、17人であった。 次いで、 人間
関係 ・ 社会性が14名、 こだわりが12人となった。 その他
のつまずきや困難と しては、 行為障害、 偏食、多動等が
挙げられた。 これらの特徴は知的障害を伴う白閉症が示
すものとほぼ同じ内容と考えることができる。
一方、 質問項日⑦ 「そのサヴアン症候群的な特徴 ・ 症
状のある子には、 知的障害 ・ 自閉症児への支援と異なる
Table 4 
知的障害特別支援学校教員を対象と したサヴ ァ ン症候群に関する調査研究
「サヴァ ン症候群」 的な子どもへの支援 ・ 工夫の留意点 ( 自由記述のまとめ) 
カテゴリー名 l コー ド (コード数) l 回答内容 (抜粋) 
対人面 SST (6) l ・ 個人情報をちらっと見ただけで見ヌーて しや' ,、ってしまつので、 取 り扱いに注意した ・ 異性とのつきあい方を含めたSST を取り入れた 
コミュニケーション(5) l ・ 人と コ、、 ュニケーン,ョンしにく かったので、 相手の け取り方等 を支援した 
サウ ァン的能力 l 能力を高める (7) ・ その子(小子生) の持っている古手な分野への支援が王で、 絵画 分野では場面設定の支援や評価を行った ・ よいところと して活用していた 
趣味を育てる (5) l ・ 一緒に音楽を楽しんだ 
l 表現させる機会を作る(4) ・ 積極的に本人の作品を知つてもらつ機 を設j;◆ した ・ 発表や表示の機会を作った 
オリジナリティーを高める(1) l ・ 自分で創意工夫させ、 オリジナルな作品を作るように求めた 
l 興味を拡げる (1) Fl 力は l司めるより も、 他 刀野i ツ しでも八味力向く よつした 
心理面 l 自己肯定感 (8) ・ 数子についての記t言、力が同い、_ とに がついたので、 計_昇.問題な どに取り組むことで、 自己肯定感を高めた ・ 彼らの得意な力と して認め、 こちらからも彼を頼るようにした l 学習支援 (3) 難しし 漢子を題材にして、 子自する際、 「つとん」 「ばら」 なとの 漢字をゲーム化して工夫した ・ エラーレス学習を行った 
心理の安定 (2) l ・ 心理の安定を求めたいときに集中できる時間を作った 
レジリエンス(1) l ・ レジリエンスを大切にした 
自閉的な傾向を無理に直そうl としない(1) ・ 自閉的傾向を無理に直そうと しなかった 
目標を持たせる (1) l ・ 次の目標へのステップを持たせた 
進路指導 (1) l ・ 「卒業後、就:, j先でつまくやっていく ためには」 といつ指導を優 先させた 
工夫をしましたか? 」 という質間に回答した教員はわず
か10人であったが、 それら
む多彩な記述がなされてい
の自由記述は多 く の要素を含
た。 
する支援 ・ 工夫と して挙げら
( 8名)」 「能力を高める( 7名) 
であった。 コ ミ ュニ
た教員は5 名、 人間
として、SSTが 5名
ケ
関係
であ
間関係という特定の領域
の大切にし
ア ンケー
た視点やポイ
?
・ 
??
そのつまずきや困難に対
れたのは、 「自己肯定感
」 「趣味を育てる( 6名)」
ョ ンへの支援 ・ 工夫を回答し
社会性に対応する支援 ・ 工夫
た。 コミ
いう より
トが多く
ト調査の結果から見る と、
の様子を提えて、 つま
導 ・ 支援を行っている
症候群の特徴によって
ユニ ケ ー シ ヨ
も、 成長を促
挙げられた。 
教員が子ども
ンや人
す上で
の個々
ずきや困難に対して多側面か
こ とが示された。 特に、
、 教員が支援 ・ 指導は、
サウ、 
キ に
力を高める」 と 「自己肯定感を高める」 となってい
そして、
ら指
ア ン
「能
た。 
回答内容から見ると、 子どもの能力を高めるこ
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とによって、 自己肯定感を高めるという支援 ・ 指導方法
を行っていることが示唆された。 しかし、 それらの指導 ・ 
支援が、 サウ ァン症候群的なある特定の優れた能力は認
められているものの、 それを高める指導 ・ 支援の重要性
が十分に意識されている と は言いがたい状況であろう。 
つま
ウ ア
い 0
状も
せた
手な
り、 教貝が支援 ・ 指導する際に、 子どもの様子とサ
ン症候群的な 「強み」 を重視している???
切
みを伸ばすといった視点に立ちにく
るかも しれない。 たとえば、
ヴアン ・ スキル(粘土造形 ) 
課題 (デ ッサン ・ スキル) 
梅津 ・ 
ある。 
た、 サ
勝浦・ 倉光, 2007 ; 勝浦
とは言いがた
いといった現
自閉症児が持ち合わ
と同領域に属する苦
への指導報告 (園山 ・ 
・ 遠藤・ 園山, 2008) が
芸術等への才能開発 (伊勢 ・ 首藤, 2015) といつ
ヴア ン症候群的な能力を活かすといった視点を
にする必要性が指摘できるであろうc 
大
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Table 5 サヴァ ン的な子どものつまずきや困難とそれに対する支援 ・ 工夫
子どものつまずきや困難 知的障害 ・ 自閉症児への支援と異なる支援 ・ 工夫
項目 l 人数 l 項目 l 人数 
コミ ュニケーション l 17 l 自己肯定感 l 8 
人間関係、 社会性 l 14 l 能力を高める l 7 
こだわり l 12 l 趣味を育てる l 6 
無興味、 不関心 l 5 1 コミ ュニケーション l 5 
情緒の不安定 l 4 1 SST l 5 
学習面 l 4 1 表現させる機会を作る l 4 
感覚過敏 (音) l 3 1 学習支援 l 3 
パニック l 2 1 心理の安定 l 2 
その他 l 9 1 レジリエンス l 1 l 視点を伸ばす l 1 オリジナルな工夫 l 1 目標を持たせる l 1 進路指導 l 1 自閉的な傾向を無理に直そうと しない l 1 
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